
第二十回会

場

鎌
倉
歌
壇
さ
き
が
け

源
実
朝
公
顕
彰
歌
会

第
一部
の
講
演
は
、歌
人
の
米
川
千
嘉
子
氏
で
す
。

第
二
部
の
歌
会
で
は
、
四
人
の
選
者
が
投
稿
歌
を
一首
ず
つ
丁
寧
に
講
評
し
ま
す
。

投
稿
し
て
い
な
い
方
も
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

目
令
和
七
年
十
一月
二
十
六
日
（水
）
十
四
時
～
十
七
時
三
十
分

（開
場
十
三
時
三
十
分
）

第

一
部

講

演

第
二
部

　

歌
会
表
彰

鎌

倉

生

涯

学

習

セ

ン

タ

ー

・
ホ

ー

ル

（
ＪＲ

鎌
倉
駅
東
口

徒
歩
三
分
）

米
川

千
嘉
子
氏

「
〈世
の
中
〉
の
歌
ズ
萩
〉
の
歌
―
実
朝
と
永
福
門
院
を
中
心
に
」

１
９
５
９
（昭
和
３
４
）
年
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
在
学
中
、歌
林
の
会
入
会
。

歌
集
『夏
空
の
櫂
』
『牡
丹
の
伯
母
』
『雪
岱
の
描
い
た
夜
』
な
ど
。
現
代
歌
人
協
会
賞
、若
山
牧
水
賞
、

遇
空
賞
な
ど
受
賞
。
「か
り
ん
」
編
集
委
員
。
毎
日
歌
壇
選
者
。

選
者

一
大
下
一真
、
木
村
雅
子
、
津
金
規
雄
、
米
川
千
嘉
子

湘迷
者
Ｈ普貝
（各
選
者
二
首
ず
つ）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（敬
称
略
ア
イ
ウ
エオ
順
）

鎌
倉
同
人
会
賞

（二
首
）

※
各
賞
と
も
当
日
参
加
者
の
作
品
を
対
象
と
し
ま
す

鉦

口ヽ猾

（投
稿
し
て
い
な
く
て
も
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

※
投
稿
歌
は
小
歌
集
に
ま
と
め
、参
加
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
．

●

題
は
自
由
。
新
作
に
限
る
。
一人
三
首
ま
で
投
稿
可
。

●

Ｂ５
判
２
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
、楷
書
に
て
投
稿
歌
一首
と
、郵
便
番
号
、住
所
、
氏
名
、電
話
番
号
、

使
用
か
な
（新
・旧
）
を
明
記
。
（原
稿
用
紙
一枚
に
一首
ず
つ
お
書
き
く
だ
さ
い
）

●

投
稿
締
切
―
―
…
…
・
令
和
七
年
十
月
七
日

（火
）

当
日
消
印
有
効

●

投
稿
。問
合
せ
先
…
‥
〒
２
４
８
１
０
０
１
３
鎌
倉
市
材
木
座

二
―
九
―
二
九

鎌
倉
歌
壇
事
務
局
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
０
４
６
７
（６
６
）
３
２
９
７

一首
に
つ
き
千
円
を
郵
便
局
に
て
左
記
口
座
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

日
座
番
号
　
０
０
２
６
０
１
４
１
５
９
２
４
８
　
加
入
者
名

一
鎌
倉
歌
壇

●

投
稿
料

主
催
　
鎌
倉
歌
壇

。
（
一社
）
鎌
倉
同
人
会

sakigake2025

会
場
参
加
費

投
稿
要
網


